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問 合 せ 先 経 理 部 長  小 出  美 紀 

電 話 ０ ３ （ ３ ２ ２ １ ） ０ ２ １ １ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27年６月１日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、

平成 27年２月 13日に公表いたしました平成 27年 12月期第２四半期累計期間（平成 27年１月１日

～平成 27年６月 30日）及び平成 27年 12月通期（平成 27年１月１日～平成 27年 12月 31日）の業

績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 27年 12月期 連結業績予想数値の修正 

（１） 第２四半期（累計）（平成 27 年１月１日～平成 27 年６月 30 日） 

                              （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 1,592 90 90 9 0 円 83銭 

今回修正予想（Ｂ） 1,427 25 160 82 8 円 22銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △165 △65 70 73 － 

増 減 率（ ％ ） △10.4 △72.2 77.8 811.1 － 

（参考）前第 2四半期
実績(平成 26 年 12 月
期 第 2 四 半 期 ) 

2,153 180 222 93 8 円 30銭 

 

  



（２）通期（平成 27年１月１日～平成 27年 12 月 31 日） 

                                       （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 2,835 100 100 10 0 円 93銭 

今回修正予想（Ｂ） 2,540 10 190 95 9 円 52銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △295 △90 90 85 － 

増 減 率（ ％ ） △10.4 △90.0 90.0 850.0 － 

（ 参 考 ） 前 期実 績 

（平成 26年 12 月期） 
3,481 105 181 137 12円 33銭 

 

 

２． 平成 27年 12月期 個別業績予想数値の修正 

（１） 第２四半期（累計）（平成 27 年１月１日～平成 27 年６月 30 日） 

               （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 246 43 40 3 円 71銭 

今回修正予想（Ｂ） 246 182 159 15円 94銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） － 139 119 － 

増 減 率（ ％ ） － 323.3 297.5 － 

（参考）前期第 2四半
期実績(平成 26 年 12
月 期 第 2 四半 期 ) 

247 99 87 7 円 70銭 

 

  



（２）通期（平成 27年１月１日～平成 27年 12 月 31 日） 

                        （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 437 78 70 6 円 48銭 

今回修正予想（Ｂ） 437 201 175 17円 54銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） － 123 105 － 

増 減 率（ ％ ） － 157.7 150.0 － 

（ 参 考 ） 前 期実 績 

（平成 26年 12 月期） 
739 449 190 17円 09銭 

 

３． 修正の理由 

（１）連結業績予想 

建設コンサルタント事業において継続性の高い維持管理の案件が増え、大型公共事業が減少して

いるため売上高が予想を下回る見込みとなり、また、ファッションブランド事業において消費税増

税による原材料費の上昇などにより、営業利益も前回予想を下回る見込みとなりました。経常利益、

四半期（当期）純利益については、平成27年３月５日にお知らせいたしましたとおり、営業外収益

に受取利息を計上したこと等により、前回予想を大きく上回る見込みとなりました。 

 

 (２) 個別業績予想 

上記連結業績予想修正に記述のとおり、営業外収益に受取利息を計上したこと等により、経常利

益、四半期（当期）純利益については前回予想を大きく上回る見込みとなりました。 

 

以 上 


